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【目的】日本の女子大学生の身体的特徴として、隠れ肥満を指摘する研究報告がみら

れる。また最近では、女子大学生の骨格筋指数（ SMI）を測定すると、サルコペニア

（加齢性筋肉減少症）診断基準を下回る対象者が一定数存在するとの報告もある。本

研究では、女子大学生の身体的特性を測定し、サルコペニア診断基準も踏まえて評価

した。  

 

【方法】健康な女子大学生を対象とし、身体的特性として形態的（体格指数（ BMI）・

体脂肪率・SMI：バイオインピーダンス法）・機能的評価（握力・歩行速度）を調べた。

サルコペニア診断として AWGS の基準を用いた。  

 

【結果】BMI は 20.6±2.9kg/m2 であり、 18.5 kg/m2 未満（低体重）は 24 名、 25 kg/m2

以上（肥満）は 6 名だった。また、体脂肪率は 26.4±5.7%であり、隠れ肥満（ BMI が

25 kg/m2 未満で体脂肪率 30%以上）は 20 名だった。 SMI は 5.92±0.60kg/m2 であり、

5.70 kg/m2（カットオフ値）未満は 41 名だった。一方、握力は 26.3±4.0kg、歩行速度

は 1.43±0.43m/秒であり、カットオフ値未満は 1 名（握力）だった。  

 

【結論】女子大学生は、隠れ肥満よりもプレサルコペニア（筋量のみ基準以下）の該

当者が多く、体脂肪量以上に骨格筋量の改善が必要であると示唆された。  
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